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令和 元年（2019年）

８／１５ 号
No. 1241

タ
ル
ク
リ
ニ
ッ
ク
や
ま
ね
こ
院
長

で
児
童
精
神
科
医
の
田
中
哲
氏

（
元
都
立
小
児
総
合
医
療
セ
ン
タ

ー
副
院
長
）

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
関
心
の
あ
る
方

　
【
定
員
】　

人
９０

　
【
持
ち
物
】筆
記
用
具
、飲
み
物

　
【
参
加
費
】１
０
０
円（
資
料
代
）

　
【
そ
の
他
】３
歳
児
以
上
の
保
育

あ
り
。先
着　
人
。９
月
２
日（
月
）

１０

ま
で
に
要
予
約
。
保
育
会
場
は
ス

ペ
ー
ス
１
０
５（
市
役
所
向
か
い
）。

　
※
乳
幼
児
の
講
座
同
伴
可
。

　
申
し
込
み
は
８
月　
日
（
木
）

１５

か
ら
講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
保
育
の
有
無
（
あ
り
の

場
合
は
、
お
子
さ
ん
の
氏
名
・
年

齢
）
を
記
入
の
上
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル（office

@
h-bunnka.or.jp

）
で
市
文
化
協

会
☎
４
７
７・４
７
０
０（
フ
ァ
ク

ス
同
）へ
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
へ
。

　
２
０
１
９
東
久
留
米
市
平
和
事

業
「
平
和
の
千
羽
鶴
」
の
作
製
に
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力

を
い
た
だ
き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　
皆
さ
ん
の
平
和
へ
の
願
い
を
込

め
た
千
羽
鶴
を
、
市
長
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
と
と
も
に
、
原
爆
被
爆
地
で

あ
る
広
島
市
の
平
和
記
念
公
園
と

長
崎
市
の
長
崎
原
爆
資
料
館
に
届

け
ま
し
た
。

　
今
後
も
市
の
平
和
事
業
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　
詳
し
く
は
総
務
課
庶
務
担
当
☎

４
７
０
・
７
７
１
４
へ
。

　
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
見
つ
め
直

し
、
自
分
ら
し
い
「
働
き
方
」
を

思
い
描
き
、
再
就
職
に
必
要
な
知

識
を
学
び
ま
す
。
協
力
は
女
性
就

業
支
援
全
国
展
開
事
業
。

　
【
日
時
】
９
月　
日
（
金
）
午
前

１３

　
時
～
正
午

１０

　
【
会
場
】市
役
所
７
階
７
０
４
会

議
室
　
【
講
師
】キ
ャ
リ
ア
コ
ン
サ
ル
タ

ン
ト
の
森
ゆ
き
氏

　
【
定
員
】　

人
（
要
予
約
）

１５

　
【
対
象
】お
お
む
ね　
歳
代
～　

３０

４０

歳
代
の
女
性

　
【
参
加
費
】
無
料

　
【
そ
の
他
】２
歳
～
未
就
学
児
の

保
育
あ
り
。
定
員
５
人
。
８
月　
２９

日
（
木
）
ま
で
に
要
予
約

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
８
月　
１５

日
（
木
）
か
ら
電
話
、
電
子
メ
ー

ル
（fifty2@

city.higashikurume
.lg.jp

）
ま
た
は
直
接
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
☎
４
７
２
・
０
０
６

１
（
市
役
所
２
階
）
へ
。

　
市
で
は
、
森
林
環
境
譲
与
税
を

活
用
し
て
、
み
ど
り
の
若
返
り
事

業
を
実
施
し
ま
す
。
そ
の
キ
ッ
ク

オ
フ
イ
ベ
ン
ト
と
し
て
、
シ
ン
ポ

ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま
す
。
森
林
環

境
譲
与
税
と
は
、
次
世
代
に
豊
か

な
森
林
を
引
き
継
い
で
い
く
た
め
、

市
町
村
が
実
施
す
る
森
林
整
備
な

ど
に
必
要
な
財
源
に
充
て
る
よ
う
、

国
か
ら
譲
与
さ
れ
る
も
の
で
す
。

主
催
は
東
久
留
米
市
。
共
催
は
学

校
法
人
自
由
学
園
、
向
山
緑
地
・

立
野
川
勉
強
会
、
多
摩
六
都
科
学

館
。
後
援
は
小
平
市
、
東
村
山
市
、

清
瀬
市
、
西
東
京
市
。

　
【
日
時
】
８
月　
日
（
日
）
午
前

２５

９
時
半
～　
時
半
（
９
時
開
場
）

１１

　
【
会
場
】生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
ホ

ー
ル
　
【
内
容
】武
蔵
野
の
雑
木
林
を
未

来
へ
つ
な
ぐ
た
め
、「
消
極
的
に
保

全
す
る
み
ど
り
」
か
ら
「
戦
略
的

に
伐
採
し
保
全
す
る
み
ど
り
」
へ

と
方
向
転
換
を
行
い
、
未
来
を
担

う
子
ど
も
達
に
み
ど
り
の
若
返
り

の
大
切
さ
を
教
え
、
実
践
を
分
か

ち
合
う
こ
と
を
目
的
と
し
、
講
演

を
開
催
し
ま
す
▼
講
演
＝
「
雑
木

林
の
若
返
り
と
活
用
」（
元
京
都
学

園
大
学
教
授
の
中
川
重
年
氏
）
を

中
心
に
、「
向
山
緑
地
と
は
？
」（
自

由
学
園
環
境
文
化
創
造
セ
ン
タ
ー

長
の
杉
原
弘
恭
氏
）、「
向
山
の
地

　
【
日
時・内
容
】全
４
回
。９
月　
１１

日
が「
は
じ
め
ま
し
て
」、　
日
が

１８

「
し
つ
け
」、　
日
が「
ほ
め
る
」、　

２５

１０

月
２
日
が「
私
の
子
育
て
」、い
ず

れ
も
水
曜
日
の
午
前　
時
～
正
午

１０

　
【
会
場
】
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
【
対
象
】
市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
で
子
育
て
中
、
ま
た
は
子
育
て

に
携
わ
っ
て
い
る
方

　
【
定
員
】　

人
１６

　
【
講
師
】Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ウ
イ
ズ
ア

イ
の
ボ
ー
イ
ズ
タ
ウ
ン
コ
モ
ン
セ

ン
ス
ペ
ア
レ
ン
テ
ィ
ン
グ
幼
児
版

管
理
者
で
Ｎ
Ｐ
Ｎ
Ｃ
認
定
フ
ァ
シ

リ
テ
ー
タ
ー
の
黒
田
一
美
氏

　
【
そ
の
他
】満
１
歳
半
～
未
就
学

児
の
保
育
あ
り
。
先
着　
人
。
９

１０

月
２
日
（
月
）
ま
で
に
要
予
約

　
【
費
用
】
１
０
０
円
（
資
料
代
）

　
申
し
込
み
は
８
月　
日
（
木
）

１５

か
ら
講
座
名
・
氏
名
・
住
所
・
電

話
番
号
・
保
育
の
有
無
（
あ
り
の

場
合
は
、
お
子
さ
ん
の
氏
名
・
年

齢
）
を
記
入
の
上
、
電
話
、
フ
ァ

ク
ス
、
ま
た
は
電
子
メ
ー
ル
（off

ice@
h-bunnka.or.jp

）
で
市
文
化

協
会
☎
４
７
７
・
４
７
０
０
（
フ

ァ
ク
ス
同
）
へ
。

　
詳
し
く
は
同
協
会
へ
。

　
女
性
の
起
業
家
交
流
会
を
開
催

し
ま
す
。
起
業
家
と
し
て
活
躍
し

て
い
る
方
、
起
業
し
た
ば
か
り
の

方
、
起
業
し
よ
う
と
考
え
て
い
る

皆
さ
ん
、
情
報
交
換
、
交
流
の
場

に
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　
【
日
時
】
９
月　
日
（
木
）
午
後

１９

７
時
～
９
時

　
【
会
場
】
市
商
工
会
館

　
【
定
員
】　

人
（
要
予
約
）

３０

　
【
参
加
費
】
無
料

　
申
し
込
み
と
詳
し
く
は
８
月　
１５

日
（
木
）
か
ら
電
話
、
電
子
メ
ー

ル
（fifty2@

city.higashikurume
.lg.jp

）
ま
た
は
直
接
男
女
平
等
推

進
セ
ン
タ
ー
☎
４
７
２
・
０
０
６

１
（
市
役
所
２
階
）
へ
。

　
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
（
ま
ろ
に

え
ホ
ー
ル
）
は
指
定
管
理
者
制
度

に
よ
り
管
理
運
営
を
行
っ
て
い
ま

す
。
同
セ
ン
タ
ー
で
は
適
正
か
つ

円
滑
な
運
営
を
行
う
た
め
、
施
設

利
用
や
企
画
実
施
な
ど
に
つ
い
て

年
２
回
程
度
「
利
用
者
懇
談
会
」

を
開
催
し
意
見
交
換
を
行
っ
て
い

ま
す
。
利
用
者
懇
談
会
の
委
員
任

期
は
２
年
間
で
、
こ
の
度
、
利
用

者
代
表
の
委
員
の
欠
員
に
伴
い
、

委
員
を
募
集
し
ま
す
。

　
【
募
集
人
数
】
１
人

　
【
任
期
】委
嘱
の
日
か
ら
３
年
７

月　
日
ま
で

３１
　
【
応
募
方
法
】９
月
５
日（
木
）ま

で
に
（
必
着
）、「
生
涯
学
習
セ
ン

タ
ー
に
期
待
す
る
こ
と
」
に
つ
い

て
４
０
０
字
詰
め
原
稿
用
紙
２
枚

程
度
に
ま
と
め
、
氏
名
・
住
所
・

電
話
番
号
を
記
入
の
上
、
〒
２
０

３
儿
０
０
５
４
、
中
央
町
２
ノ
６

ノ　
、
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
利
用

２３
者
代
表
の
委
員
選
考
係
宛
て
郵
送

ま
た
は
直
接
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

　
※
選
考
結
果
は
、
後
日
、
本
人

に
通
知
し
ま
す
。
提
出
さ
れ
た
原

稿
は
返
却
し
ま
せ
ん
。
ご
了
承
く

だ
さ
い
。

　
詳
し
く
は
同
セ
ン
タ
ー
☎
４
７

３
・
７
８
１
１
へ
。

と
縄
文
人
の
く
ら
し
」（
自
由
学
園

大
学
部
准
教
授
の
奈
良
忠
寿
氏
）、

「
都
市
林
と
私
た
ち
の
暮
ら
し
」

（
東
京
大
学
田
無
演
習
林
長
の
安

村
直
樹
氏
）

　
【
費
用
】
無
料

　
【
ご
注
意
】
徒
歩
、
自
転
車
、
公

共
交
通
機
関
で
お
越
し
く
だ
さ
い

　
詳
し
く
は
環
境
政
策
課
☎
４
７

０
・
７
７
５
３
へ
。

　
地
域
で
認
知
症
の
方
や
家
族
を

支
え
る
た
め
の
活
動
に
つ
い
て
、

一
緒
に
考
え
る
講
座
で
す
。
認
知

症
サ
ポ
ー
タ
ー
か
ら
、
一
歩
進
ん

で
み
ま
せ
ん
か
。

　
【
日
時
】全
２
日
。
１
日
目
が
９

月　
日
、
２
日
目
が　
日
の
い
ず

１３

２７

れ
も
金
曜
日
午
後
２
時
～
４
時

　
【
会
場
】１
日
目
＝
市
役
所
１
階

市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル
▼
２
日
目
＝

東
部
が
東
部
地
域
セ
ン
タ
ー
会
議

室
２
、
中
部
が
中
央
町
地
区
セ
ン

タ
ー
会
議
室
３
・
４
、
西
部
が
西

部
地
域
セ
ン
タ
ー
講
習
室
２
・
３

　
【
対
象
者
】既
に
認
知
症
サ
ポ
ー

タ
ー
養
成
講
座
を
受
講
し
た
方

　
【
定
員
】　

人
程
度

６０

　
【
内
容
】講
話
、グ
ル
ー
プ
ワ
ー

ク
な
ど

　
申
し
込
み
は
８
月　
日
（
木
）

１５

か
ら
各
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（
東
部
☎
４
７
３
・
９
９
９
６
ま

た
は
☎
４
２
８
・
７
７
８
８
、
中

部
☎
４
７
０
・
８
１
８
６
ま
た
は

☎
４
５
１
・
５
１
２
１
、
西
部
☎

４
７
２
・
０
６
６
１
）
へ
。

　
詳
し
く
は
介
護
福
祉
課
地
域
ケ

ア
係
☎
４
７
０
・
７
７
７
７
（
内

線
２
５
０
１
～
２
５
０
３
）
へ
。

　
毎
年
９
月
１
日
は
防
災
の
日
で
す
。
ま
た
、
防
災
の
日
を
中
心

と
し
た
８
月　
日
（
金
）
～
９
月
５
日
（
木
）
の
１
週
間
は
防
災

３０

週
間
で
す
。
こ
の
機
会
に
防
災
用
品
の
準
備
や
点
検
を
行
い
、
災

害
時
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
家
族
で
話
し
合
っ
て
、
防
災
意
識
を

高
め
ま
し
ょ
う
。

　
詳
し
く
は
東
久
留
米
消
防
署
警
防
課
防
災
安
全
係
☎
４
７
１
・

０
１
１
９
（
内
線
３
２
０
）
へ
。

認
知
症
サ
ポ
ー
タ

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ーー

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」

「
ス
テ
ッ
プ
ア
ッ
プ
講
座
」にに
参
加
し
ま
せ
ん
か

参
加
し
ま
せ
ん
か

市
民
自
主
企
画
講

市
民
自
主
企
画
講
座座

「
子
ど
も
の
心
の
成
長
に
寄
り
添
う

「
子
ど
も
の
心
の
成
長
に
寄
り
添
う
」」

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ

環
境
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ムム

武
蔵
野
の
水
源
の
森
を
未
来
へ
つ
な
ご

武
蔵
野
の
水
源
の
森
を
未
来
へ
つ
な
ご
うう

～
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ

～
未
来
を
担
う
子
ど
も
た
ち
へ
、、

み
ど
り
の
若
返
り
の
大
切
さ
を

み
ど
り
の
若
返
り
の
大
切
さ
を
～～

女
性
の
起
業
を
応

女
性
の
起
業
を
応
援援

ひ
が
し
く
る
め
ハ
ナ
サ
ク
ｂ
ｉ

ひ
が
し
く
る
め 
ハ
ナ
サ
ク
ｂ
ｉ
ｚｚ

交
流
会
「
咲
く
咲
く
カ
フ
ェ

交
流
会
「
咲
く
咲
く
カ
フ
ェ
」」

保
育
付
き
家
庭
教
育
講

保
育
付
き
家
庭
教
育
講
座座

「
し
つ
け
～
ほ
め
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
～

「
し
つ
け
～
ほ
め
る
こ
と
か
ら
始
め
よ
う
～
」」

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
利
用
者
懇
談
会
の

委
員
を
募
集
し
ま
す

《
今
号
の
主
な
内
容
》　
　
　
　
　
今
号
は
４
面
で
す

・
今
後
の
学
童
保
育
所
の
運
営
に
つ
い
て 

２
面

・
Ｊ
ア
ラ
ー
ト
の
全
国
一
斉
動
作
テ
ス
ト
を
実
施
し
ま
す 

３
面

・
若
さ
を
保
つ
！
元
気
食
教
室
を
開
催
し
ま
す 

４
面

地域の防災力を高めましょ地域の防災力を高めましょ地域の防災力を高めましょうううううう地域の防災力を高めましょう地域の防災力を高めましょう地域の防災力を高めましょう

毎毎毎年９月１年９月１年９月１日は日は日は
すすすですですですでででででのの災の災防災防　 すすすすすすすす日日日日日日日日防防防防防防防防防防防防防防防防災災災災災災 ででででででのののののの災災防防防防災災の災災災災 すす災の災災災災防災の日です災 ですですですです防災の日防災の日防災の日防災の日日日ののの日

毎年９月１日は
　防災の日です
毎年９月１日は
　防災の日です
毎年９月１日は
　防災の日です

平
和
の
千
羽
鶴
へ
の

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た

も
う
一
度
働
き
た
い
女
性
の
た
め
の
応
援
セ
ミ
ナ

も
う
一
度
働
き
た
い
女
性
の
た
め
の
応
援
セ
ミ
ナ
ーー

「
自
分
ら
し
い
ス
テ
ッ
プ
を
発

　
　
「
自
分
ら
し
い
ス
テ
ッ
プ
を
発
見見

～
私
の

　
　
　
　

～
私
の
供供
で
き
る

で
き
る
僑僑
を
み
つ
け

を
み
つ
け
、、

こ
れ
か
ら
の

こ
れ
か
ら
の
供供
働
く
働
く
僑僑
を
思
い
描
く

を
思
い
描
く
」」

◎
地
震
か
ら
命
を
守
る 
家  
具  
転 
対
策

か 
ぐ 
て
ん

　
平
成　
年
の
熊
本
地
震
や　
年

２８

３０

の
大
阪
府
北
部
地
震
、
北
海
道
胆

振
東
部
地
震
で
は
、
家
具
類
の
転

倒
な
ど
に
よ
る
被
害
が
発
生
し
ま

し
た
。

　
地
震
に
よ
り
家
具
類
の
転
倒
な

ど
が
発
生
す
る
と
、
人
が
下
敷
き

に
な
る
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
被
害

が
発
生
し
ま
す
。
そ
う
い
っ
た
被

害
を
防
ぐ
た
め
の「
家
具
転
対
策
」

（
家
具
類
な
ど
の
転
倒
、
落
下
、

移
動
防
止
の
略
称
）
は
、
地
震
が

発
生
し
た
際
に
ご
自
身
を
守
る

「
自
助
」と
し
て
だ
け
で
な
く「
共

助
」
と
し
て
、
ご
家
族
や
近
隣
住

民
の
助
け
合
い
へ
と
つ
な
が
る
重

要
な
対
策
で
す
。

　
身
近
な
被
害
を
防
ぐ
た
め
に
も

「
家
具
転
対
策
」
を
積
極
的
に
実

施
し
ま
し
ょ
う
。

◎
ま
ち
か
ど
防
災
訓
練

　
「
ま
ち
か
ど
防
災
訓
練
」
と
は
、

自
宅
付
近
の
路
上
な
ど
で
、
ご
近

所
同
士
で
行
う
防
災
訓
練
で
す
。

身
近
な
場
所
で
の
消
火
器
の
取
り

扱
い
な
ど
の
実
践
的
な
訓
練
が
、

地
域
の
防
災
力
を
高
め
ま
す
。

　
東
久
留
米
消
防
署
で
は
こ
の
よ

う
に
、
皆
さ
ん
が
居
住
す
る
エ
リ

ア
で
行
う「
ま
ち
か
ど
防
災
訓
練
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
防
災
訓
練
に
関
す
る
相
談
は
消

防
署
に
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

◎
楽
し
み
な
が
ら
防
災
体
験
！

「
防
災
館
」

　
立
川
・
池
袋
・
本
所
に
あ
る

「
防
災
館
」
は
、
気
軽
に
楽
し
み

な
が
ら
防
災
を
学
べ
る
無
料
の
体

験
型
学
習
施
設
で
す
。
館
内
に
は

地
震
や
消
火
、
煙
、
応
急
手
当
な

ど
の
体
験
施
設
が
あ
る
ほ
か
、
防

災
に
関
す
る
展
示
や
防
災
映
画
を

見
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
子
ど
も
た
ち
の
発
達
・
成
長
を

支
え
て
い
く
た
め
の
ヒ
ン
ト
や
手

立
て
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。企
画・

運
営
は
新
日
本
婦
人
の
会
東
久
留

米
支
部
。
主
催
は
市
教
育
委
員
会
。

主
管
は
市
文
化
協
会
。

　
【
日
時
】
９
月
７
日
（
土
）
午
後

１
時
半
～
４
時
半

　
【
会
場
】
市
民
プ
ラ
ザ
ホ
ー
ル

　
【
講
師
】子
ど
も
と
家
族
の
メ
ン


